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飯田市農業振興センター 

◇令和４年度事業計画 

農業振興センターでは、地域農業の課題解決に向け関係機関が一体となって地域農業の振興を図っ

ていくため、農業者や地区農業振興会議などの関係機関と連携を図る中で、農業者や地区の思いを受

け止めながら伴走型支援に取り組みます。 

 

 ○農業の担い手確保・育成事業 

コロナ禍における対策を講じながら新規就農者、後継者、農繁期の労働力の確保・育成に向け

て、南信州・担い手就農プロデュース、生産団体、関係機関等と連携して取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 ○農地を有効活用する事業 

農業の担い手の高齢化や減少により遊休農地が著しく増加しているため、農業の有する多面的

機能を維持できるよう遊休農地対策を推進します。 

 

 

 

 

 ○地域農業の将来の発展を目指す事業 

多種多品目で高品質の農畜産物を生産する産地として持続発展を目指し、新たな農産物や生産

技術の開拓、高付加価値化等の取り組みにより、農畜産物のブランド化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 ○地区農業振興会議の活動推進事業 

地域農業の維持発展に向けた各地区農業振興会議の活動を支援します。 

 

 

 

 

○農業情報を収集・発信する事業 

地域営農活動、補助制度、講座案内、農業技術等の情報発信に取り組みます。 

 

 

○地域おこし協力隊制度を活用した農業研修生の呼び込み 

○新規就農者・農業後継者の育成に向け、農業経営セミナーや新規就農者懇談会の開催 

○兼業農家・小規模農家への支援（農機具・農業用施設あげます情報、レンタル情報提供） 

○直営方式による市民農園の管理・運営に向けた仕組みづくりの検討 

○農地再生・活用支援事業の推進・支援    ○歩行型草刈機の貸し出しサービス 

○大豆・そば栽培支援についての検討・協議（コンバインの更新など） 

○重点事業については、プロジェクト事業として推進する。新たに「環境に配慮した農業研 

究プロジェクト」の立ち上げ 

○生産団体や関係機関との連携による市田柿海外輸出、稲 WCS、地産地消の推進 

○地域農業振興活動の推進・支援 

○人・農地プランの法定化への対応、人・農地プランの推進活動への支援 

○地区農業振興会議の活動への支援 

○広報みどりの風の発行、ホームページやメールによる情報発信 

○利用者目線にたったホームページのリニューアル 
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１ 農業の担い手確保・育成事業 （予算 ８２０千円） 

（１）地域農業を担う新たな担い手の確保・育成 

①新規就農者の誘致に向けた取り組み 

ア 南信州・担い手就農プロデュースとの連携による就農相談会・現地訪問見学会の開催 

や都市部での就農相談会等への参加 

イ 就農希望者向けワーキングホリデーの実施 

     ウ お試し住宅の活用（飯田市の農業と暮らしの機会の提供、就農地検討、就農準備） 

 エ ○新地域おこし協力隊制度を活用した研修（JA 研修制度、里親研修登録農家の拡充、農

業法人との連携等）の仕組みづくり 

    ②新規就農・農業後継者の確保に向けた取り組み 

     ア 就農相談窓口の設置（随時） 

     イ 就農アドバイザーの委嘱（Ｒ２～） 

     ウ 地区農業振興会議、結いターン移住定住推進課、生産団体や関係機関等と連携した住 

宅、農地、農機具、農業施設等の情報収集 

     エ ○拡「農機具・施設あげます情報」による農機具・農業用施設等の情報提供 

    ③新規就農者・農業後継者の育成に向けた取り組み 

     ア 経営安定・改善に向けた支援 

       ・農業経営セミナーの開催（飯田商工会議所との共催） 

     イ 仲間づくりの支援 

       ・○新新規就農者懇談会の開催 

    ④就農につながる取り組み 

生産団体や関係機関等と連携し、新たに農業を始める又は退職後に就農を希望する方へ

の研修機会の提供と支援 

 

 （２）兼業農家、小規模農家の持続化支援への取り組み 

    ①農業機械・施設等への支援 

     ・○拡「農機具・施設あげます情報」による農機具・農業用施設等の情報提供【再掲】 

    ②技術的支援 

・生産団体や関係機関等と連携した研修機会の提供と支援 

・○拡ハンマーモア、ロータリーモア、○新スパイダーモアの貸出 

 

（３）○拡農業者等研修活動支援 補助事業  

農業者や農業研修生が、農業経営向上を目的に先進的な営農手法や技術等を取得する活動

やとした研修や農ある暮らしを希望する者が参加する研修活動を支援 

 

（４）地域農業を支える多様な担い手の確保・育成 

    ①労働力の確保に向けた取り組み 

     ア ワーキングホリデー飯田の取り組み 

・ワーキングホリデー飯田を通した繁忙期の農作業支援者の確保と育成 



3 

・○拡下伊那農業高校等との連携による地域版ワーキングホリデーの実施 

  イ JA みなみ信州１日農業バイト「daywork」の活用等による繁忙期の労働力確保と新た 

な働き手の掘り起こし 

ウ ○新農作業代行サービス提供者の情報収集（掘り起こし）と情報提供 

②繁忙期の援農者の育成に向けた取り組み 

ア 市田柿作業講習会など農作業支援のできる人材育成のための講習会等の開催 

 

 （５）○新農ある暮らしの推進に向けた取り組み 

    ①既存の市民農園の利用の推進 

    ②農ある暮らしを目的とした研修への支援 

    ③新たな市民農園の開設に向けた仕組み作りの検討 

 

２ 農地を有効活用する事業 （予算 ２，６７０千円） 

（１）農地再生・活用支援  補助事業  

地域内の遊休農地や遊休予備農地を活用した農作物栽培の取組を支援 

 

（２）大豆・そば栽培支援（NPO 法人みどりの風との協働事業） 

   ①栽培説明会、巡回指導会の実施 

②栽培・刈取り・出荷の支援 

③遊休農地対策としての栽培品目の検討及びコンバインの更新についての検討 

 

（３）遊休農地の管理、発生防止 

①○拡ハンマーモア、ロータリーモア、○新スパイダーモアの貸出【再掲】 

    ②遊休化を防ぐための樹園地管理の仕組みづくり 

     ・耕作者不在となった樹園地等の担い手へ繋げるまでの一時的管理、調整など 

 

３ 地域農業の将来の発展を目指す事業 （予算 ８，２１０千円） 

（１）果樹新技術等研究プロジェクト（R1 設置） 

    ①Ｙ字樹形ジョイント仕立てによる果樹モデル圃場の生育管理と栽培技術の検証 

ア 梨モデル圃場（Ｙ字樹形／下久堅地区／1,398 ㎡／令和２年３月定植） 

     イ 梨モデル圃場（Ｙ字樹形／伊賀良地区／1,360 ㎡／令和３年３月定植） 

     ウ 桃モデル圃場（Ｙ字樹形／伊賀良地区／612 ㎡／令和元年 12 月定植） 

     エ ○新桃モデル圃場（Ｙ字樹形／座光寺地区／800 ㎡／令和４年度定植予定） 

    ②既存梨園の樹勢回復を図るための先端ジョイント後の検証 

      梨モデル圃場（樹勢回復／伊賀良地区／令和２年５月ジョイント実施） 

    ③果樹技術アドバイザーによる技術指導 

    ④梨Ｙ字樹形現地検討会、生産者向け検討会の開催 

    ⑤新たな品目におけるＹ字樹形の検討（りんごＹ字樹形） 
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（２）スマート農業研究プロジェクト（R2 設置） 

①ハウス内環境制御システム等導入研究（Ｒ２～） 

夏場のハウスの高温対策の一環として、ハウス内環境制御システム等の導入によるキュ

ウリの試験栽培とハウス内環境のモニタリング（３年目） 

・スプリンクラー方式細霧冷房（なごみ農園／高森町） 

・ハウス内環境制御システム（信州岡島農園／上郷地区） 

②○新新技術導入研究（Ｒ３～） 

日光（蓄熱）ハウスの試験導入と低温期の温度計測による栽培品目の検討（寒冷紗を活 

用した特殊なビニールハウスの冬場における温度管理検証による作物検証） 

    ③○新農作業の省力化研究（Ｒ３～） 

中山間地域における草刈り作業の省力化に向けたロボット草刈機実演会の開催 

 

（３）○新環境に配慮した農業研究プロジェクト（R4 設置） 

    ①環境に配慮した農業の推進に向けた取り組み 

      研修会等の開催による生産者・消費者への理解促進 

    ②地域相互認証制度の構築に向けた研究 

      生産団体や関係機関等と連携し、認証制度の構築に向けた検討 

 

（４）新品目栽培研究プロジェクト（R3 設置） 

農産物栽培加工研究会など関係機関と連携し、新たな品目の栽培や農作物の栽培方法の研 

究、農作物の付加価値化を目指した加工品の試作等の推進 

 ・○新フィンガーライム・馬鈴薯ニシユタカの試験栽培 

 

（５）市田柿海外輸出推進の取り組み（プロジェクトから位置付け変更） 

     ＪＡや三遠南信と連携し、輸出目標 100ｔを目指し、新たな輸出国・輸出量が増加に向け

た事業を推進 

 

（６）稲 WCS 事業の推進の取り組み（プロジェクトから位置付け変更） 

      ＪＡと連携し、施肥量による生育状況の検証等の実施と栽培面積の拡大に取り組み、耕畜

連携を推進 

 

（７）地産地消の推進の取り組み（プロジェクトから位置付け変更） 

南信州地産地消推進協議会と連携し、「農＋食・観光」の視点による地元農畜産物の生産・ 

流通・消費の流れを構築し、地産地消による経済循環を高めるとともに、宿泊・飲食店の認 

証制度の創設等による農業を活かした持続可能な地域づくりの推進 

 

（８）地元農畜産物の消費拡大の取り組み 

「旬の一番料理教室」（飯伊調理師会との共催：地元農畜産物を利用した料理教室等）の開催 
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（９）地域農業振興活動支援 補助事業  

新たな作物や栽培技術の導入、６次産業化や地域産品の高付加価値化、ブランド力向上の 

ための取り組み等、農業経営向上や地域農業の振興に資する実践的な取り組み及びリニア時 

代を見据えた農業による魅力ある地域づくりに取り組む団体の活動を支援 

 

４ 地区農業振興会議の活動推進事業（農業による魅力ある地域づくり）（予算 １，９６０千円） 

 （１）人・農地プランの法定化への対応 

 

（２）地区農業振興会議の活動支援 活動交付金  

    ①人・農地プランの推進活動への支援 

・人・農地プランの推進に関する活動を２回以上取り組んだ地区を支援 

・○新人・農地プランの実質化がされた集落については、年１回は振り返りを行う。 

    ②地区農業振興会議活動への支援 

       地区農業振興会議の活動、運営への支援 

    ③新規就農者等の誘致に取り組む地域活動への支援 

       地域自治組織と連携して新規就農者等の誘致に積極的に取り組む地区への支援 

 

 

 

 

※飯田市農業振興センターは、「地域の問題を自らが考え、自らが実践する」という飯田市の

地域マネジメントの理念（ムトスの精神）を継承し、「行政、生産者団体、農業委員会等関

係機関が一緒になって、地域農業の振興を図っていくための組織」として構想され、平成

12 年度に設立された。 
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５ 農業情報を収集・発信する事業 （予算 １，０９３千円） 

（１）地域営農活動、補助制度、講座案内、農業技術等の情報発信 

①○拡広報「みどりの風」の発行 12 回（うち 2回は市民向け情報を主として全戸配布） 

②飯田エフエム「IIDA パワー」 ４回 

③ホームページによる情報発信 

④飯田市農業情報メール、メール情報みどりの風による情報発信 

 

（２）ホームページのリニューアル 

    ○拡利用者目線に立ったホームページのリニューアル（年度当初） 

 

６ 農業振興センターの運営 （予算 ６１５千円） 

（１）本部会議、企画委員会（四半期毎）、共同事務局会議（月１回程度）の開催 

 

（２）地区農業振興会議正副会長・地区担当者会議の開催 

 

（３）農業者、生産団体、関係機関、行政による課題や品目別の意見交換会等の開催 


